
'26.８.１群馬経済研究所・ぐんま経済

○警察庁の「犯罪統計」によると、2025年に全国で認知（注）された侵入窃盗（住宅や事務所な
どに不法侵入して金品を盗む犯罪）の件数は47,233件で、全国の分布をみると関東で多発し
ている（図表１）。群馬は2,554件と全国で７番目に多く、住宅や事業所が集中する東京、神
奈川とほぼ同水準であった（図表２）。
○これを人口10万人当たりの件数でみると、群馬は133.9件と全国で最も多く、２位の茨城を
大きく上回った（図表３）。なお、群馬は2023年から３年連続で全国ワーストとなっており、
住宅や事務所での効果的な防犯対策が必要である。
○昨今、トクリュウ（匿名・流動型犯罪グループ）による闇バイトに関連した事件が相次ぎ、
社会問題となっている。警察庁では、戸締りの徹底に加え、防犯ガラスや補助錠の設置など、
防犯対策の強化を呼び掛けている。
（注）：認知とは、警察が犯罪の発生を把握したことをいう。

（担当：大井飛知岐）

ぐんまのデータ
G U N M A ' s  D A T A 侵入窃盗件数の多さは全国７位

～人口10万人当たりでは３年連続全国ワースト～

【一口メモ】
　なお、窃盗を伴わない住
宅への不法侵入を内容とす
る「住居侵入」の2025年の
認知件数は、群馬で405件と
全国10位。人口10万人当た
りでは2024年、2025年とも
に全国最多となっている。

図表１　�侵入窃盗の認知件数の全国分布 図表２　侵入窃盗の認知件数（2025年）
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資料：警察庁「犯罪統計」

図表３　人口10万人当たりの侵入窃盗の認知件数
①2025年 ②2024年 ③2023年
順位 都道府県 件数 順位 都道府県 件数 順位 都道府県 件数
１位 群馬 133.9 １位 群馬 128.5 １位 群馬 97.7
２位 茨城 101.1 ２位 茨城 82.8 ２位 栃木 93.2
３位 栃木 99.1 ３位 栃木 77.3 ３位 茨城 89.8
４位 三重 74.0 ４位 三重 68.9 ４位 三重 68.2
５位 岐阜 72.3 ５位 岐阜 57.7 ５位 岐阜 67.1

： ： ：
45位 京都 17.0 45位 東京 16.2 45位 東京 15.5
46位 長崎 16.9 46位 京都 15.4 46位 熊本 15.4
47位 秋田 16.2 47位 長崎 13.8 47位 山形 14.1

全国 38.0 全国 34.5 全国 35.3
資料：人口は総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」による。

2025年の全国の
認知件数：47,233件

認知件数毎の色分け
  3,001件以上
  2,001～3,000件
  1,001～2,000件
  501～1,000件
  500件以下


